
(57)【要約】

　本発明は、粉末を抽出するためのデバイスに関するも

のであって、このデバイスは、粉末流通チャネル（１）

と、鉛直方向に位置した部材（４）と、を具備している

。部材（４）は、スライドによって下降可能なものとさ

れ、これにより、グルーブ（５）が、開口領域（１２）

内へと進入することができる。フラップ（１５）を使用

することにより、粉末をグルーブ（５）に向けて案内す

ることができ、これにより、グルーブ（５）を充填する

ことができる。本発明においては、部材（４）もフラッ

プ（１５）も、常態において流れを妨害することがなく

、残留粉末を保持することもない。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 粉 末 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス で あ っ て 、
　 粉 末 流 通 チ ャ ネ ル （ １ ） の う ち の 、 常 態 に お い て は 粉 末 を 収 容 し て い な い も の と さ れ た
付 属 部 分 と ；
　 こ の 付 属 部 分 の 壁 に 沿 っ て 往 復 移 動 す る 引 出 し （ ４ ） で あ る と と も に 、 こ の 引 出 し が 、
グ ル ー ブ （ ５ ） を 有 し 、 さ ら に 、 こ の 引 出 し が 、 前 記 グ ル ー ブ （ ５ ） が 前 記 付 属 部 分 の 中
に 延 在 し て い る 第 １ 位 置 と 前 記 グ ル ー ブ が 前 記 付 属 部 分 を 超 え て 延 出 さ れ て い る 第 ２ 位 置
と の 間 に わ た っ て ス ラ イ ド 可 能 と さ れ 、 さ ら に 、 前 記 グ ル ー ブ が 、 粉 末 が ス ラ イ ド し て 落
下 す る 複 数 の 面 に よ っ て 規 定 さ れ て い る も の と さ れ た 、 引 出 し （ ４ ） と ；
　 前 記 流 通 チ ャ ネ ル 内 に 設 け ら れ 、 粉 末 の 流 れ に 対 し て 実 質 的 に 全 く 影 響 し な い 退 避 位 置
と 前 記 付 属 部 分 内 へ と 粉 末 の 流 れ を 案 内 す る 延 出 位 置 と の 間 に わ た っ て 移 動 可 能 と さ れ た
、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） と ；
を 具 備 し 、
　 こ の よ う な 粉 末 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス に お い て 、
　 前 記 引 出 し （ ４ ） が 、 直 立 状 態 （ す な わ ち 、 鉛 直 方 向 を 向 い た 状 態 ） と さ れ 、
　 前 記 グ ル ー ブ が 、 天 井 面 （ ７ ） と 傾 斜 面 （ ８ ） と に よ っ て 規 定 さ れ 、
　 前 記 傾 斜 面 （ ８ ） が 、 前 記 引 出 し が 前 記 第 １ 位 置 に あ る と き に は 、 前 記 付 属 部 分 の ベ ー
ス プ レ ー ト の 延 長 上 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 粉 末 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 粉 末 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス に お い て 、
　 前 記 付 属 部 分 が 、 前 記 チ ャ ネ ル （ １ ） の 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ） を 備 え て 構 成 さ れ 、
　 こ の 持 ち 出 し 部 分 の ベ ー ス プ レ ー ト （ ６ ） が 、 前 記 チ ャ ネ ル に 対 し て 傾 斜 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 位 置 が 、 前 記 第 １ 位 置 よ り も 下 側 で あ り 、
　 前 記 フ ラ ッ プ が 、 回 転 可 能 な も の と さ れ 、
　 前 記 フ ラ ッ プ の 前 記 退 避 位 置 は 、 前 記 フ ラ ッ プ が 鉛 直 方 向 を 向 い た 状 態 と さ れ 、
　 前 記 フ ラ ッ プ の 前 記 延 出 位 置 は 、 前 記 フ ラ ッ プ が 前 記 チ ャ ネ ル に 対 し て 傾 斜 し た 状 態 と
さ れ 、
　 前 記 引 出 し （ ４ ） が 前 記 第 １ 位 置 と さ れ て い る 状 態 で 、 前 記 フ ラ ッ プ が 、 前 記 グ ル ー ブ
（ ５ ） の 直 下 位 置 に お い て 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト に 当 接 す る も の と さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 粉 末 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 粉 末 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス に お い て 、
　 前 記 フ ラ ッ プ が 、 内 側 に 曲 が っ た 形 状 の 樋 の 形 態 と さ れ 、
　 こ の 樋 が 、 前 記 チ ャ ネ ル の 第 ２ の 持 ち 出 し 部 分 内 に 延 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 粉 末
サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 粉 末 を サ ン プ リ ン グ す る た め の デ バ イ ス に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 に よ る デ バ イ ス を 使 用 す る こ と に よ り 、 特 に 、 工 業 的 プ ロ セ ス 内 に お い て ほ ぼ 連
続 的 に 流 通 す る 粉 末 を 断 続 的 に サ ン プ リ ン グ す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 組 成 や 品 質
を チ ェ ッ ク す る こ と が で き 、 容 積 が 一 定 で あ る こ と が 必 要 と さ れ 、 微 粉 状 と な れ ば 危 険 で
あ る 場 合 に 、 特 に 有 利 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 に よ る サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス に は 、 バ ル ブ や 、 栓 や 、 同 様 の デ バ イ ス 、 が あ る
。 し か し な が ら 、 こ れ ら デ バ イ ス は 、 粉 末 に は 、 あ ま り 適 し て い な い 。 な ぜ な ら 、 粉 末 は
、 可 動 部 材 の 内 部 に 容 易 に 侵 入 し て し ま い 、 そ れ ら 可 動 部 材 を 固 着 さ せ て し ま う か ら で あ
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る 。 ま た 、 危 険 な 材 料 の 漏 洩 を 有 効 に シ ー ル す る こ と を 、 確 実 に 実 施 す る こ と が 困 難 で あ
る 。 ま た 、 そ の よ う な 手 段 を 使 用 し た 場 合 に は 、 サ ン プ リ ン グ す べ き 容 積 を 調 節 す る こ と
が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 う ま く サ ン プ リ ン グ を 行 う た め に 解 決 す る 必 要 が あ る 他 の 重 要 な 問 題 点 は 、 サ ン プ リ ン
グ デ バ イ ス の 周 辺 に お け る 流 れ に 関 し 、 先 に 流 れ て き た 粉 末 の 淀 み を 避 け る こ と で あ る 。
そ の よ う な 粉 末 は 、 サ ン プ リ ン グ 対 象 を な す 粉 末 に 対 し て 混 合 さ れ 、 測 定 の 信 頼 性 に 影 響
を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 他 の 重 要 な 問 題 点 は 、 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス に よ っ て 流 れ を 妨 害 し て し ま わ な い こ と で
あ る 。 妨 害 し て し ま う と 、 上 記 問 題 点 が も た ら さ れ 、 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス の 前 方 側 に 、
淀 ん だ 粉 末 か ら な る ポ ケ ッ ト が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 米 国 特 許 第 ４ ， ０ ２ ４ ， ７ ６ ５ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 粉 末 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス は
、 粉 末 流 通 チ ャ ネ ル の う ち の 、 常 態 に お い て は 粉 末 を 収 容 し て い な い も の と さ れ た 付 属 部
分 と ； 付 属 部 分 の 壁 に 沿 っ て 往 復 移 動 す る 引 出 し と ； を 具 備 し て い る 。 引 出 し は 、 引 出 し
に 形 成 さ れ て い る グ ル ー ブ が 付 属 部 分 の 中 に 延 在 し て い る 第 １ 位 置 と 、 グ ル ー ブ が 付 属 部
分 を 超 え て 延 出 さ れ て い る 第 ２ 位 置 と 、 の 間 に わ た っ て ス ラ イ ド 可 能 と さ れ て い る 。 グ ル
ー ブ は 、 粉 末 が ス ラ イ ド し て 落 下 す る 複 数 の 面 に よ っ て 、 規 定 さ れ て い る 。 サ ン プ リ ン グ
デ バ イ ス は 、 さ ら に 、 流 通 チ ャ ネ ル 内 に フ ラ ッ プ を 具 備 し て い る 。 こ の フ ラ ッ プ は 、 粉 末
の 流 れ に 対 し て 実 質 的 に 全 く 影 響 し な い 退 避 位 置 と 、 フ ラ ッ プ が 付 属 部 分 内 へ と 粉 末 の 流
れ を 案 内 す る 延 出 位 置 と 、 の 間 に わ た っ て 移 動 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 粉 末 の 流 れ は 、 通 常 状 態 に お い て は 、 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス の 側 方 を 流 れ る も の と 思 わ
れ る 。 よ っ て 、 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス は 、 粉 末 の 流 れ を 妨 害 す る こ と が な く 、 ま た 、 淀 ん
だ 粉 末 に よ っ て 汚 染 さ れ る こ と も な い 。 サ ン プ リ ン グ 状 態 に お い て は 、 粉 末 あ る い は そ の
一 部 は 、 逆 に 、 サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス を 収 容 し た 付 属 部 分 に 向 け て 一 時 的 に 案 内 さ れ る 。
粉 末 の 流 れ は 、 引 出 し の グ ル ー ブ を 充 填 し 、 そ の 後 、 グ ル ー ブ を 、 グ ル ー ブ 内 に 収 容 さ れ
た 所 定 容 積 の 粉 末 を サ ン プ リ ン グ し て 分 析 に 供 す る た め の 第 ２ 位 置 に 向 け て 、 移 動 さ せ る
こ と が で き る 。 こ の 文 献 に お い て は 、 引 出 し が 、 粉 末 が 充 填 さ れ た 時 点 で 、 付 属 部 分 内 へ
と 押 し 込 ま れ る 。 粉 末 試 料 は 、 グ ル ー ブ の 中 へ と 進 入 し 、 そ の 後 、 引 出 し を 取 り 出 し て 、
ひ っ く り 返 す 。 こ れ に よ り 、 グ ル ー ブ の 内 容 物 は 、 全 体 的 に 落 下 す る 。 こ の 構 成 の 欠 点 は
、 引 出 し が 並 進 方 向 に も ま た 回 転 方 向 に も 移 動 す る こ と で あ り 、 こ の た め 、 構 成 が 複 雑 で
あ っ て 、 摩 擦 や 固 着 の 発 生 可 能 性 を 増 大 さ せ る こ と で あ る 。 ま た 、 こ の 構 成 の 欠 点 は 、 サ
ン プ リ ン グ を 行 う に 際 し 、 極 め て 大 量 の 粉 末 に よ っ て 付 属 部 分 を 充 填 し な け れ ば な ら な い
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 与 え ら れ た 特 定 の 時 点 で 流 れ か ら サ ン プ リ ン グ を 行 う こ と は 、 で き な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ０ ２ ４ ， ７ ６ ５ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 粉 末 の サ ン プ リ ン グ の た め の 構 成 を 完 成 さ せ た も の と 考 え る こ と が で き る 。
引 出 し が 、 直 立 状 態 （ す な わ ち 、 鉛 直 方 向 を 向 い た 状 態 ） と さ れ て い る こ と 、 お よ び 、 グ
ル ー ブ が 、 天 井 面 と 傾 斜 面 と に よ っ て 規 定 さ れ 、 さ ら に 、 傾 斜 面 が 、 引 出 し が 第 １ 位 置 に
あ る と き に は 、 付 属 部 分 の ベ ー ス プ レ ー ト の 延 長 上 に 位 置 し て い る こ と は 、 本 発 明 に お け
る 独 自 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 付 属 部 分 は 、 チ ャ ネ ル の 持 ち 出 し 部 分 を 備 え て 構 成 さ れ
、 こ の 持 ち 出 し 部 分 の ベ ー ス プ レ ー ト が 、 チ ャ ネ ル に 対 し て 傾 斜 し て お り 、 第 ２ 位 置 が 、

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-528362 A 2006.12.14



第 １ 位 置 よ り も 下 側 で あ り 、 フ ラ ッ プ が 、 回 転 可 能 な も の と さ れ 、 フ ラ ッ プ の 退 避 位 置 は
、 フ ラ ッ プ が 鉛 直 方 向 を 向 い た 状 態 と さ れ 、 フ ラ ッ プ の 延 出 位 置 は 、 フ ラ ッ プ が チ ャ ネ ル
に 対 し て 傾 斜 し た 状 態 と さ れ 、 引 出 し が 第 １ 位 置 と さ れ て い る 状 態 で 、 フ ラ ッ プ が 、 グ ル
ー ブ の 直 下 位 置 に お い て ベ ー ス プ レ ー ト に 当 接 す る も の と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 付 属 部 分 に 向 け て 案 内 さ れ た 所 定 容 積 の 粉 末 で あ り か つ 採 取 試 料 の 一 部 を 構 成 し な い 粉
末 は 、 傾 斜 し た ベ ー ス プ レ ー ト 上 を ス ラ イ ド す る こ と に よ っ て 、 確 実 に 、 元 の 流 れ へ と 戻
る こ と が で き る 。 こ の 傾 斜 し た ベ ー ス プ レ ー ト と 、 グ ル ー ブ の 傾 斜 面 と が 、 連 続 的 に 構 成
さ れ て い る こ と に よ り 、 流 れ の 規 則 性 に 基 づ い た 充 填 が 確 保 さ れ る 。 グ ル ー ブ と フ ラ ッ プ
端 部 と が 近 接 し て い る こ と に よ り 、 粉 末 の 流 速 が 遅 い 場 合 で あ っ て も グ ル ー ブ が 確 実 に 充
填 さ れ る こ と と な る 。 ま た 、 単 純 な 並 進 的 往 復 移 動 で あ っ て も 、 退 避 状 態 と さ れ た と き に
グ ル ー ブ か ら 粉 末 を 流 れ 出 さ せ る に は 、 十 分 で あ る 。 サ ン プ リ ン グ を 停 止 す る こ と が 意 図
さ れ た 場 合 に は 、 フ ラ ッ プ を 、 元 の 位 置 に 戻 す だ け で よ く 、 グ ル ー ブ の 内 容 物 は 、 元 の 流
れ へ と 戻 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 望 ま し い サ ン プ リ ン グ 動 作 態 様 に お い て は 、 フ ラ ッ プ が 、 内 側 に 曲 が っ た 形 状 の
樋 の 形 態 と さ れ 、 こ の 樋 が 、 チ ャ ネ ル の 第 ２ の 持 ち 出 し 部 分 内 に 延 在 し て い る 。 フ ラ ッ プ
は 、 退 避 状 態 に お い て は 、 流 れ を 一 切 妨 害 す る こ と が な く 、 延 出 状 態 に お い て は 、 粉 末 を
グ ル ー ブ 内 に 収 集 す る こ と を 確 保 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ き 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 発 明
に よ る デ バ イ ス の 互 い に 異 な る ２ つ の 主 要 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に お い て は 、 粉 末 は 、 自 由 に 流 れ る 。 粉 末 は 、 鉛 直 方 向 チ ャ ネ ル （ １ ） を 通 っ て 流
れ る 。 チ ャ ネ ル （ １ ） の サ ン プ リ ン グ 領 域 に は 、 付 属 部 分 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 付 属 部
分 は 、 チ ャ ネ ル の 周 縁 回 り に お い て 互 い に 反 対 側 に 位 置 し た ２ つ の 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ， ３
） を 備 え て い る 。 第 １ の 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ） は 、 引 出 し （ ４ ） を 備 え て い る 。 こ の 引 出 し
（ ４ ） は 、 あ る 位 置 と 他 の 位 置 と の 間 に わ た っ て 移 動 す る こ と が で き 、 グ ル ー ブ （ ５ ） を
有 し て な る 鉛 直 方 向 ロ ッ ド を 備 え て い る 。 グ ル ー ブ （ ５ ） は 、 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ） の 内 部
ベ ー ス プ レ ー ト （ ６ ） の 直 上 位 置 に 連 接 さ れ て お り 、 チ ャ ネ ル （ １ ） に 向 け て 傾 斜 し て い
る 。 グ ル ー ブ （ ５ ） は 、 天 井 面 （ ７ ） と 、 傾 斜 面 （ ８ ） と 、 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 傾
斜 面 （ ８ ） は 、 図 １ に 示 す 位 置 に お い て は 、 ベ ー ス プ レ ー ト （ ６ ） の 延 長 上 に 位 置 し て い
る 。 引 出 し （ ４ ） は 、 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ） の 上 方 に お い て 、 レ バ ー （ ９ ） に 対 し て 関 節 結
合 さ れ て い る 。 レ バ ー （ ９ ） は 、 回 転 中 心 （ １ ０ ） 回 り に 傾 斜 し て お り 、 反 対 側 部 分 が 、
図 示 し て い な い モ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ る 偏 心 シ ャ フ ト （ １ １ ） に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 持
ち 出 し 部 分 （ ２ ） の 下 方 に お い て は 、 開 口 領 域 （ １ ２ ） が 設 け ら れ て い る 。 引 出 し （ ４ ）
は 、 フ ラ ッ ト な シ ー ル （ １ ３ ） に よ っ て 囲 ま れ て い る 開 口 領 域 （ １ ２ ） の 一 部 を 占 め る こ
と が で き る 。 フ ラ ッ ト な シ ー ル （ １ ３ ） の 下 方 に は 、 ビ ー カ ー （ １ ４ ） を 配 置 す る こ と が
で き 、 試 料 を 収 集 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 持 ち 出 し 部 分 （ ３ ） は 、 樋 （ あ る い は 、 ス パ ウ ト 、 spout ） の 形 態 と さ れ た フ ラ ッ プ （
１ ５ ） を 備 え て い る 。 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） は 、 内 側 に 曲 が っ た 形 状 の も の と さ れ 、 フ ラ ッ プ
の 中 央 部 分 は 、 図 １ に 示 す 構 成 に お い て は 、 ほ ぼ 鉛 直 方 向 に 延 在 し て い る 。 図 １ に お い て
は 、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） は 、 退 避 状 態 と さ れ て い る 。 よ っ て 、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） は 、 チ ャ ネ
ル （ １ ） を 通 し て の 粉 末 の 流 れ を 実 質 的 に 妨 害 す る こ と が な い 。 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） は 、 上
部 回 転 軸 （ １ ６ ） に 対 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 回 転 軸 （ １ ６ ） は 、 図 示 し て い な い 他 の
モ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 粉 末 試 料 の サ ン プ リ ン グ に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 最 初 に 、 回 転 軸 （ １
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６ ） の 回 転 に よ っ て フ ラ ッ プ （ １ ５ ） を 回 転 さ せ 、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） を 、 チ ャ ネ ル （ １ ）
の 内 部 に 延 在 し て い て 、 フ ラ ッ プ の 一 端 が 、 図 １ に 示 す よ う な 上 昇 位 置 に 配 置 さ れ た グ ル
ー ブ （ ５ ） の 直 下 に お い て 、 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ） の ベ ー ス プ レ ー ト （ ６ ） に 当 接 し た 状 態
と す る 。 粉 末 流 の 少 な く と も 一 部 は 、 チ ャ ネ ル （ １ ） の 付 属 部 分 に 向 け て 案 内 さ れ る 。 す
な わ ち 、 粉 末 流 の 少 な く と も 一 部 は 、 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ） の 内 部 へ と 、 特 に 、 グ ル ー ブ （
５ ） の 容 積 内 へ と 、 案 内 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 グ ル ー ブ （ ５ ） は 、 完 全 に 充 填 さ れ る 。 フ
ラ ッ プ （ １ ５ ） が 、 内 側 に 曲 が っ た 形 状 の 壁 を 有 し て い る 場 合 に は 、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） が
妨 害 し た 粉 末 を 、 よ り 狭 い 流 れ へ と 収 束 さ せ る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 グ ル ー ブ （ ５ ） を
、 よ り 容 易 に 充 填 さ せ 得 る こ と に 、 注 意 さ れ た い 。 特 に 、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） の 断 面 積 が 、
底 部 に 向 け て 狭 く な っ て い る 場 合 に は 、 ほ と ん ど す べ て の 粉 末 流 を グ ル ー ブ （ ５ ） に 向 け
て 一 時 的 に 案 内 す る こ と が で き 、 粉 末 の 流 速 が 遅 い 場 合 に 特 に 有 効 で あ る 。 グ ル ー ブ が 充
填 さ れ 終 わ っ た 時 点 で 、 レ バ ー （ ９ ） を 傾 斜 さ せ て 、 引 出 し （ ４ ） を 下 げ 、 こ れ に よ り 、
グ ル ー ブ （ ５ ） を 開 口 領 域 （ １ ２ ） 内 に 配 置 す る 。 グ ル ー ブ （ ５ ） の 内 容 物 は 、 ビ ー カ ー
（ １ ４ ） 等 の 中 へ と 落 下 す る 。 ベ ー ス プ レ ー ト の 傾 斜 は 、 粉 末 が 滞 る こ と な く 流 れ 得 る よ
う に 十 分 に 大 き な 傾 斜 角 度 と さ れ 、 さ ら に は 、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） を 移 動 さ せ て 初 期 状 態 へ
と 復 帰 さ せ た 直 後 か ら 、 持 ち 出 し 部 分 （ ２ ） の ベ ー ス プ レ ー ト （ ６ ） か ら 完 全 に 粉 末 を 流
し 得 る よ う に 十 分 に 大 き な 傾 斜 角 度 と さ れ て い る 。 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） は 、 初 期 状 態 に お い
て は 、 ほ ぼ 鉛 直 で あ る 。 そ の た め 、 フ ラ ッ プ （ １ ５ ） 上 に も 粉 末 が 残 存 す る こ と が な い 。
よ っ て 、 採 取 さ れ た 試 料 は 、 完 全 に 、 そ の 時 点 で 流 れ て い る 粉 末 で あ る 。 同 様 に 、 粉 末 は
、 天 井 面 （ ７ ） の 直 下 位 置 に 集 積 す る か も し れ な い け れ ど も 、 試 料 が グ ル ー ブ （ ５ ） か ら
流 れ る 際 に 完 全 に 脱 離 す る 。 し た が っ て 、 天 井 面 （ ７ ） は 、 粉 末 落 と し 面 と 称 さ れ 、 傾 斜
面 （ ８ ） は 、 粉 末 ス ラ イ ド 面 と 称 さ れ る （ ベ ー ス プ レ ー ト （ ６ ） も 、 同 様 に 、 粉 末 ス ラ イ
ド 面 と し て 機 能 す る ） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス の １ つ の 主 要 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る サ ン プ リ ン グ デ バ イ ス の 他 の 主 要 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 粉 末 流 通 チ ャ ネ ル
　 ２ 　 持 ち 出 し 部 分
　 ３ 　 第 ２ の 持 ち 出 し 部 分
　 ４ 　 引 出 し
　 ５ 　 グ ル ー ブ
　 ６ 　 ベ ー ス プ レ ー ト
　 ７ 　 天 井 面
　 ８ 　 傾 斜 面
１ ５ 　 フ ラ ッ プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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